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８ 用語の解説 

 

【あ行】 

あさか学習おとどけ講座 

市民の主体的な学習機会の拡充と市政への理解を深めることで、生涯学習の推進と市民協

働の市政の進展に寄与することを目的に、市民等で構成する５人以上の団体に、市の職員

等が講師となって市の施策等の説明を行う事業。 

 

朝霞地区一部事務組合 

し尿処理事務・障害者支援更生事務・消防事務を共同で処理する定めに設立された特別地

方公共団体。朝霞市、志木市、和光市、新座市の４市で構成される。 

 

 ＥＭ（イーエム）ぼかし 

ＥＭとは、「有効微生物群」という意味で、自然界に存在する、人間、動物、自然にとって

有効な微生物（酵母菌、乳酸菌など）を選び出し、相乗効果を発揮するのが特徴。 

ＥＭぼかしは、米ぬか、コーヒーの絞りかすなどを原料にし、それにＥＭを定着させ乾燥

処理したもので、生ごみとＥＭぼかしを密封性の高い容器で発酵させ堆肥として利用する。 

 

一般廃棄物 

廃棄物処理法では「産業廃棄物以外の廃棄物」と定義されている。 

ごみは、家庭から排出されるごみと、産業廃棄物を除いた商店、事務所、工場などから排

出されるごみに分けられる。本計画では、前者を生活系ごみ、後者を事業ごみと呼ぶ。 

  

一般廃棄物処理実施計画 

一般廃棄物処理基本計画を推進するため、ごみ排出量の見込み、収集運搬から処理・処分、

再資源化の方法等を年度ごとに定めた計画。 

  

エコアクション 21 

全ての事業者が、環境への取り組みを効果的、効率的に行うことを目的に、環境に取り組

む仕組みを作り、取り組みを行い、それらを継続的に改善し、その結果を社会に公表する

ための方法について、環境省が策定したガイドラインのこと。 

 

エコオフィス 

省資源・省エネルギー対策を進め、環境への負荷の少ない事務活動を行っている事業所の

こと。 

事務活動からの二酸化炭素の排出削減など、地球温暖化防止を進めている事業所を指すこ

ともある。 
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エコバッグ 

買い物をする際に自宅から商品を入れる買い物袋を持参し、レジ袋等を使わないようにす

る取組で、ごみの減量化やレジ袋の原料の石油消費を減らすことを目指している。 

 

エコネットあさか「朝霞市リサイクルプラザ」 

朝霞市リサイクルプラザの通称。 

朝霞市リサイクルプラザは、廃棄物の再生利用促進やごみ問題の意識啓発などを積極的に

推進するための情報拠点施設で、リサイクル品を展示・斡旋するリサイクルショップ、リ

サイクルギャラリー、リサイクル情報図書コーナー、不用品情報交換コーナー、リサイク

ル活動室及び各種講座・教室などを行うリサイクル工房・リフォーム工房を設置している。 

 

ＳＤＧｓ 

  持続可能な開発目標（SDGs）とは，2001 年に策定されたミレニアム開発目標（MDGs）の後

継として，2015 年 9 月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための 2030 アジェ

ンダ」にて記載された 2016 年から 2030 年までの国際目標です。持続可能な世界を実現する

ための 17 のゴール・169 のターゲットから構成され，地球上の誰一人として取り残さない

（leave no one behind）ことを誓っています。SDGs は発展途上国のみならず，先進国自身

が取り組むユニバーサル（普遍的）なものであり，日本としても積極的に取り組んでいます。 

 

温室効果ガス 

太陽からの熱を吸収することによって、地球を暖める働きがあるガスのこと。 

京都議定書では、「二酸化炭素」や「メタン」、「一酸化二窒素」等の６物質が温室効果ガス

として削減対象となっている。 

 

【か行】 

海洋プラスチック問題 

海洋プラスチック問題は、地球温暖化と同じように緊急な解決が求められている国際的な

環境問題です。プラスチックごみは埋め立てされるか、焼却処理されていますが、一部が

漏れ出して海に入ります。環境省でも今後の方向性として「プラスチック資源循環戦略の

策定」を 2019 年のＧ20 までに策定を予定しています。 

 

拡大生産者責任 

生産者が製品の生産・使用段階だけでなく、廃棄・リサイクル段階まで責任を負うという

考え方として、ＯＥＣＤ（経済協力開発機構）が提唱した。 

循環型社会形成推進基本法にこの考え方は取り入れられており、容器包装リサイクル法や

家電リサイクル法において製造者に製品のリサイクル義務を課しているのも、この拡大生

産者責任に基づくものである。 
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家庭系ごみの有料化 

最終処分場の延命化等から、市民がごみの減量やリサイクルを進めるきっかけになるよう、

ごみ量に応じたごみ処理料金を負担する制度。 

 

カレット 

ガラス製品（ソーダ石灰ガラス）をリサイクルする際に、いったん破砕した状態のガラス

くずのこと。 

 

環境基本計画 

環境基本法の基本理念により、環境の保全に関する基本的かつ総合的な施策を策定したも

ので、現在の大量生産、大量消費、大量廃棄型の社会から持続可能な社会への転換を図る

ため「循環」、「共生」、「参加」、「国際的取組」を長期的な目標としている。 

 

環境基本法 

環境に関する基本法。「公害対策基本法（昭和 42 年）」 と「自然環境保全法（昭和 47 年）」

を合わせて発展させた法律で、環境に関する施策の基本的な方向を示す規定で構成してい

て、廃棄物の増大や地球温暖化、オゾン層の破壊などといった環境問題に対処し、環境の

保全に関する施策を総合的かつ計画的に進めることを目的としている。 

 

環境月間 

国では、環境保全について関心と理解を深めるとともに、積極的に環境保全に関する活動

を行う意欲を高めるよう６月を「環境月間」とした。 

全国で環境に関する様々な行事が行われている。 

 

環境大学 

リサイクルプラザで実施する環境に関する学習事業。 

毎年２月に開講し、４回すべて受講した参加者に修了証書を発行する。 

 

環境負荷 

人の活動により環境に加えられる影響で、環境を保全するうえで支障の原因となるおそれ

のあるもの。 

工場からの排水、排ガスはもとより、家庭からの排水、ごみの排出、自動車の排気ガスな

ど、通常の事業活動や日常生活のあらゆる場面で環境への負荷が生じている。 

 

感染性廃棄物 

医療関係機関等から発生する廃棄物で、形状、排出場所、感染症の種類の観点より、廃棄

物処理法に基づく「感染性廃棄物処理マニュアル」において定義されている。 

処理は、特別管理廃棄物として、密閉した容器での収集運搬や感染性を失わせる処分方法

等が処理基準として定められている。 
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合併処理浄化槽 

汚水や生活雑排水（風呂、台所等からの汚水）を、微生物の働きなどを利用して浄化し、

きれいな水にして放流するための施設。 

公共下水道などが整備されていない地域でトイレを水洗化するときに設置が義務付けられ

ている。 

 

拠点回収 

市役所や公民館などを拠点として資源物等を回収すること。 

 

クリーンネット 

カラス等による集積所のごみの散乱を防止するためのネット。 

 

ごみ集積所 

生活系ごみを出す場所で、ごみ収集車が回収する。本市には約 4,500 箇所（平成 25 年度）

のごみ集積所が点在する。 

 

【さ行】 

最終処分場 

一般廃棄物及び産業廃棄物を埋立て処分する場所及びその施設・設備をいう。 

処分場には、安定型（廃プラスチック等）、管理型（汚泥等）、遮断型（埋立基準値以上の

有機物質を含む）がある。 

 

再使用（リユース） 

いったん使用された製品や部品、容器等を再使用すること。 

具体的には、(1)あるユーザーから回収された使用済み機器等をそのまま、もしくは修理な

どを施したうえで再び別のユーザーが利用する「製品リユース」、(2) 製品を提供するため

の容器等を繰り返し使用する「リターナブル」などがある。 

 

再生利用（リサイクル） 

廃棄物等を原材料として再利用すること。効率的な再生利用のためには、同じ材料の物を

大量に集める必要があり、特に自動車や家電製品といった多数の部品からなる複雑な製品

では、材質の均一化や材質表示などの工夫が求められる。なお、再生利用のうち、廃棄物

等を製品の材料としてそのまま利用することをマテリアルリサイクル、科学的に処理して

利用することをケミカルリサイクルという。 

 

再生利用率 

   ごみの総排出量のうちリサイクルされた量（集団資源回収量＋クリーンセンターで中間処理

後に回収される資源及び搬入された資源の量＋焼却残渣のリサイクル量）の割合。 
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在宅医療廃棄物 

自宅での治療に伴い発生する廃棄物。輸液バッグ・注射針など。 

 

事業系一般廃棄物減量等計画書 

朝霞市廃棄物の減量及び適正処理に関する条例の規定による大規模建築物の事業所◇（床面

積 3,000ｍ2以上）が毎年市に提出する。 

当該年度における事業所のごみ排出量、再資源化量の目標等を掲げた計画書。 

 

事業ごみ 

事業活動に伴って生じる廃棄物で、事業系一般廃棄物と産業廃棄物に分けられる。 

本計画では事業系一般廃棄物をいう。 

し渣 

し尿、浄化槽汚泥をし尿処理場で処理したあとに残る汚泥以外のもの。 

 

磁性物 

磁気を帯びた鉄類等の物質。 

 

循環型社会 

「大量生産・大量消費・大量廃棄型」の社会に代わるものとして提示された概念。 

循環型社会基本法では、第一に製品等が廃棄物等となることを抑制し、第二に排出された

廃棄物等についてはできるだけ資源として適正に利用し、最後にどうしても利用できない

ものは適正に処分することが徹底されることにより実現される、「天然資源の消費が抑制さ

れ、環境への負荷ができる限り低減された社会」としている。 

 

循環型社会形成推進地域計画 

施設整備等に対する循環型社会形成推進交付金の申請に伴い、市町村による一般廃棄物処

理に関する総合的な施策を掲載した計画で、５か年程度の廃棄物処理・リサイクルシステ

ムの方向性を示す。 

 

焼却残渣 

ごみ焼却施設でごみを処理した後に発生する焼却灰や飛灰（集塵装置で捕集された灰）の

総称。 

 

食品リサイクル法 

法律名称は「食品循環資源の再生利用等の促進に関する法律」。 

食品製造工程から出る材料くずや売れ残った食品、食べ残しなどの「食品廃棄物」を減ら

し、リサイクルを進めるため、生産者や販売者などに食品廃棄物の減量・リサイクルを義

務付けた法律。 
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新河岸川水循環センター 

荒川右岸流域下水道で和光市に所在する下水処理施設。 

 

人工砂原料化 

焼却灰の再生利用方法の一つ。路盤材等の土木資材に用いる人工砂への再資源化方法。 

 

ストーカ式 

焼却炉内にある金属の棒を格子状に組み合わせてある火格子の上でごみを転がし、焼却炉

の上部からの熱で乾燥、過熱し、移動しながら燃やす仕組み。 

 

３Ｒ（スリーアール） 

リデュース（Reduce）： 発生抑制、リユース（Reuse）： 再使用、リサイクル（Recycle）： 

再生利用の３つの頭文字をとったもの。 

 

３Ｒ（スリーアール）推進月間 

循環型社会を形成するには国民、事業者、行政が互いに協力し、３Ｒの取り組みを進めて

いくことが重要で、３Ｒ推進に対する理解と協力を求めるため、毎年 10 月を３Ｒ推進月間

と定め、広く国民に向けて、普及啓発活動を実施している。 

 

生活系ごみ 

一般家庭の日常生活から発生する廃棄物。 

 

セメン卜原料化 

焼却灰の再生利用。焼却灰の成分がセメン卜に近いことから、焼却灰を生成して、セメン

ト原料にする再資源化方法。 

 

ゼロエミッション 

あらゆる廃棄物を原材料などとして有効活用することにより、廃棄物を一切出さない資源

循環型の社会システム。 

 

総合計画 

地方自治法の規定に基づき定める基本構想及び基本計画、実施計画の３層からなる本市の

都市づくりの指針となる計画。 

 

【た行】 

大規模建築物の事業所 

朝霞市廃棄物の減量及び適正処理に関する条例の規定により、市に事業系一般廃棄物減量

等計画書の提出を義務付けている床面積が 3,000m2以上の事業所。 
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脱水汚泥 

し尿、浄化槽汚泥をし尿処理場で処理したあとに残る水分の少ない汚泥。 

 

単独処理浄化槽 

汚水だけを処理する浄化槽。生活雑排水（風呂、台所等からの汚水）は未処理のまま放流

される。 

浄化槽法の改正により、現在は合併浄化槽のみが「浄化槽」として位置づけされ、単独浄

化槽は、原則として新たな設置ができなくなった。 

 

地域リサイクル活動推進補助金制度 

資源の再生利用の推進、ごみの減量等を図ることを目的に、市民の日常生活から排出され

る廃棄物の中で、再利用できる古紙、缶、びんなどの資源を回収する団体に補助金を交付

する。 

厨芥類 

食べ物のくず。生ごみ。 

 

中間処理 

収集したごみの焼却、下水汚泥の脱水、不燃ごみの破砕、選別などにより、できるだけご

みの体積と重量を減らし、最終処分場に埋め立て後も環境に悪影響を与えないように処理

すること。さらに、鉄やアルミ、ガラスなど再資源として利用できるものを選別回収し、

有効利用する役割もある。 

 

低炭素社会 

地球温暖化対策に向け、人間の諸活動によって排出される主要な温室効果ガスである二酸

化炭素（CO2）の排出量が少ない産業や生活のしくみを構築した社会のこと。 

 

デポジッ卜制度 

製品価格に一定金額のデポジット（預託金）を上乗せして販売し、製品や容器が使用後に

返却されたときに預託金を返却することにより、製品や容器の回収を促進する制度。 

 

天然資源 

石油・石炭・ガスなど、天然に存在する資源。 

 

【な行】 

熱回収（サーマルリサイクル） 

ごみを焼却し、熱エネルギーとして利用すること。 
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【は行】 

破砕 

砕いてこなごなにすること。本市では粗大ごみ処理施設で不燃ごみ、粗大ごみを破砕処理

している。 

 

発生抑制（リデュース） 

ごみの発生そのものをおさえることで再使用（リユース）、再利用（リサイクル）に優先さ

れる。 

発生抑制のためには、事業者には原材料の効率的利用、使い捨て製品の製造・販売等の自

粛、製品の長寿命化など製品の設計から販売に至るすべての段階での取り組みが求められ

る。また、消費者は、使い捨て製品や不要物を購入しない、過剰包装の拒否、良い品を長

く使う、食べ残しを出さないなどライフスタイル全般にわたる取り組みが必要である。 

 

不燃残渣 

ごみの中間処理等で残ったカスで、本市の焼却処理施設で焼却できないごみ。 

 

不法投棄 

廃棄物を法律が定める方法に従って適切に取り扱わず、山林や水辺などに投棄すること。 

 

分別収集計画 

容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律（容器包装リサイクル法）に

基づき、一般廃棄物の大半を占める容器包装廃棄物を分別収集し、最終処分量の削減を図

る目的で、市民・事業者・行政がそれぞれの役割を明確にし、関係者が一体となって取り

組むべきリサイクルの具体的方法を策定するもの。 

 

ペーパーリサイクル 

資源として排出された古紙、雑紙等の再生利用。 

 

【ま行】 

マイバッグキャンペーン 

ごみの減量化・再資源化を推進するため、自分専用の買い物袋（バッグ）を使用すること

でレジ袋を削減するよう広く呼びかける啓発事業。 

 

【や行】 

有害ごみ 

人体に害を及ぼす物質を含む廃棄物。蛍光管、乾電池、水銀体温計など。 
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【ら行】 

リサイクルショップ事業 

リサイクルプラザで運営する不用品の再使用事業。 

市民から家庭で不用になった生活用品を預かり、必要な方に販売して精算する制度で、不

用品の再使用による減量化を市民に広く啓発する。 

 

リサイクルプラザ「エコネットあさか」 

本市がごみの減量化、再資源化に対する市民の意識の啓発を図り、循環型社会の形成に寄

与することを目的に設置した施設。 

ごみの減量化、再資源化に関する情報の収集及び提供、ごみの再生利用の促進に関する事

業等を実施する。 

 

リサイクルプラザ企画運営協議会 

リサイクルプラザの開設当初（平成 12 年７月）から発足し、リサイクルプラザを拠点に「ご

みの減量化」「５Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル、リフューズ、リペア）の啓発」

に取り組んでいる市民ボランティア団体で、環境にやさしい５Ｒ事業を企画運営し、本市

と市民とのパートナーシップ（協働）を実践している。 

 

リサイクル法 

「資源の有効な利用の促進に関する法律」の略称。 

当初、資源の有効利用を進めるために「再生資源の利用の促進に関する法律」として制定

され、業種や製品ごとに事業者に対するリサイクルを進めるための判断基準や表示基準を

定めた。その後、３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）の積極的導入を図るために

改定された。 

 

リサイクル率 

ごみの総排出量のうちリサイクルされた量（集団資源回収量＋クリーンセンターで中間処

理後に回収される資源及び搬入された資源の量）の割合。 

 

リターナブルびん 

牛乳びんやビールびんなど、繰り返し使用されるガラスびん。 

小売店を通じて回収された後、メーカーで洗浄され、中身を詰めて再び商品として販売さ

れる。
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